
こ
の
不
況
の
中
で
区
民
の
暮
ら
し

と
営
業
は
ま
す
ま
す
深
刻
。
区
に
は

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
区
民
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
受
け
止
め
て
奮
闘
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

予
算
要
望
は
、
①
中
小
企
業
の
経

営
と
雇
用
を
守
る
支
援
、
②
障
害
者

施
設
と
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、

③
子
育
て
世
代
の
経
済
支
援
と
保
育

園
増
設
、
④
区
の
非
常
勤
・
ア
ル
バ

イ
ト
の
労
働
条
件
改
善
、
⑤
大
規
模

開
発
優
先
で
な
く
区
営
住
宅
建
設
や

住
宅
耐
震
化
の
推
進
、
⑥
学
校
選
択

の
中
止
と
教
育
改
革
の
見
直
し
、
⑦

核
廃
絶
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
―
の

７
つ
を
柱
に
、
具
体
的
な
要
望
と
し

て
１
９
１
項
目
に
ま
と
め
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
年
末
年
始
の
緊
急
要
望
と

し
て
休
み
中
で
も
相
談
を
受
付
る
体

制
を
求
め
ま
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス

へ
の
ご
意
見
や

ご
質
問
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

新
年
度
予
算
に
対
す
る
要
望
を
年
末
12
月
24
日
濱
野
区
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
要
望
は
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
９
１
項
目(

ウ
ラ
面
に
要

旨)

。
要
望
書
提
出
に
は
共
産
党
区
議
団
と
前
田
品
川
地
区
副
委
員
長
が
出

席
、
区
側
は
区
長
の
ほ
か
本
間
副
区
長
と
企
画
部
長
が
同
席
し
ま
し
た
。

区民の願いに応えて
要望191項目にまとめ区長へ提出

2010年
度予算

日本共産党品川区議会議員

事務所 品川区豊町6-2-1 ℡3786-6674

2010年1月10日 №690

週

刊

日本共産党品川区議団ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 共産党 品川

写真下は、区長に申し入れる共産党区議。

右から４人めが私(みやざき)。写真左は

区長に予算要望書を手渡す南恵子議員。



中
小
企
業
支
援
―
①
中
小
企
業

支
援
の
人
件
費
補
助
に
区
が
上
乗
せ

す
る
こ
と
、
工
場
家
賃
な
ど
固
定
費

へ
の
支
援
を
す
る
こ
と
。
②
公
契
約

条
例
を
策
定
し
、
公
共
工
事
の
下
請

け
・
孫
請
け
業
者
の
労
賃
が
適
切
に

支
払
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
③

小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
を
策
定
し
、

区
内
中
小
企
業
に
仕
事
が
回
る
仕
組

み
を
つ
く
る
こ
と
。
④
商
店
街
装
飾

灯
の
電
気
代
全
額
補
助
を
実
施
す
る

こ
と
。
⑤
大
型
店
誘
致
を
あ
ら
た
め

野
放
し
の
出
店
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
。
チ
ェ
ー
ン
店
に
商
店
会
へ
の

加
入
を
指
導
す
る
こ
と
。
⑥
自
家
労

賃
を
必
要
経
費
と
認
め
る
よ
う
国
に

求
め
る
こ
と
。
商
工
業
の
実
態
調
査

を
毎
年
実
施
す
る
こ
と
。

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
―
①

介
護
保
険
の
積
立
を
使
っ
て
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
こ
と
。
低
所
得
者
へ

の
軽
減
を
す
る
こ
と
。
②
八
潮
特
養

ホ
ー
ム
建
設
以
降
の
増
設
計
画
を
つ

く
る
こ
と
。
小
規
模
・
多
機
能
施
設

を
増
設
す
る
こ
と
。
③
軽
度
の
要
支

援
・
要
介
護
者
が
必
要
な
介
護
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
区
の
独
自
策
を
設
け
る
こ

と
。
④
子
ど
も
に
続
い
て
高
齢
者
医

療
を
無
料
化
す
る
こ
と
。
当
面
、
入

院
費
用
の
負
担
軽
減
制
度
を
つ
く
る

こ
と
。
⑤
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
料

を
引
き
下
げ
、
昼
・
夜
と
も
回
数
を

増
や
す
こ
と
。

障
害
者
福
祉
―
①
障
害
者
自
立

支
援
法
を
廃
止
す
る
よ
う
国
に
求
め

る
こ
と
。
②
授
産
施
設
な
ど
の
利
用

料
負
担
を
廃
止
す
る
こ
と
。
③
障
害

者
の
雇
用
促
進
へ
、
区
役
所
に
雇
用

の
場
を
つ
く
る
と
と
も
に
社
会
福
祉

法
人
に
対
し
て
を
指
導
す
る
こ
と
。

ま
た
、
区
内
企
業
に
も
働
き
か
け
る

こ
と
。
④
入
所
施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

を
増
設
す
る
こ
と
。
⑤
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
の
所
得
制
限
は
な
く
し
、
支

給
枚
数
を
増
や
す
こ
と
。

低
所
得
者
対
策
―
①
く
ら
し
、

雇
用
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口(

ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス)

を
設
置
し
周

知
す
る
こ
と
。
②
年
末
年
始
は
福
祉

事
務
所
の
窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
。

主
要
駅
頭
で
臨
時
相
談
ブ
ー
ス
を
設

け
る
こ
と
。
③
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
や
24

時
間
営
業
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
も
含
め
た
住
宅
喪
失
者
の
実
態
調

査
を
行
う
こ
と
。
④
応
急
小
口
生
活

資
金
の
貸
付
を
復
活
す
る
こ
と
。
⑤

生
活
保
護
の
し
お
り
を
各
区
有
施
設

の
窓
口
に
置
き
、
区
民
に
制
度
の
周

知
を
図
る
こ
と
。

区
民
の
健
康
・
国
保
―
①
国
保

料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。
国
庫
補
助

を
元
に
戻
す
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。

②
喘
息
患
者
の
医
療
費
助
成
制
度
の

周
知
徹
底
を
は
か
る
こ
と
。
都
に
対

象
疾
患
の
拡
大
を
求
め
る
こ
と
。

子
育
て
支
援
―
①
保
育
園
入
園

待
機
児
ゼ
ロ
へ
認
可
保
育
園
を
増
設

す
る
こ
と
。
②
保
育
所
へ
の
直
接
契

約
の
導
入
お
よ
び
最
低
基
準
の
引
き

下
げ
を
し
な
い
よ
う
国
に
求
め
る
こ

と
。
③
５
歳
児
だ
け
切
り
離
す
保
育

は
中
止
す
る
こ
と
。
保
育
園
の
分
園

と
す
る
な
ら
希
望
の
多
い
０
～
２
歳

児
の
保
育
園
に
す
る
こ
と
。
④
出
産

費
用
の
父
母
負
担
軽
減
へ
出
産
祝
い

金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

<

以
下
、
次
週
に
続
き
ま
す>

２
０
１
０
年
度
予
算
要
望
書

日
本
共
産
党
品
川
地
区
委
員
会･

同
区
議
団

法
律
相
談
は

１
月

22
日(

金)

Pm
６:

30
～

み
や
ざ
き
克
俊
事
務
所

無料
弁護士

が対応

生活相談は随時受付

次
週
は
①
リ
サ
イ
ク
ル
・
温
暖
化
対
策
、

②
街
づ
く
り
・
防
災
、
住
宅
、
③
教
育
、

④
情
報
公
開
・
区
民
サ
ー
ビ
ス
、
⑤
若

者
の
雇
用
で
す
。
な
お
、
み
な
さ
ま
か

ら
の
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

抜粋その１


